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取扱 説明 書 


作 パネ ル : コ ント ロー ラー 


安全 に ご 使用 し て いた だ く た め に 
取 所 明香 を よく お 誠 み いた だ さ 、 内 容 を 十分 理 角 され た 上 で で 使用 くだ さい 請 議 
9 の た め 、 デ ザイ ン - 仁 を 本 し て いる 手合 が め り ま ず 。 ご 了承 くだ さい 

9 押 思 の 家 抽 は 回 く 攻 じ ま ず 。 RAN 人 


ご 使用 前 に 必ず お 読み くだ さい 


FtMW べ れる よう 、 す で ICU 


い - 2 本 あら 人 必 多 は 人 0kaik: 間 10 分 
AV ます 0 人 X4 半 の 人 は やく だ さい 0h の 凶 を ちえ 、 お や の 
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人 本 製品 の ご 使用 は 、 注 意 を 意 る と 大 変 居 険 で す ! 


家 誠 で 行う トレ ー ニ ング は 、 ち ょ っ と し た 不 注 訪 で 大 き な 事故 に つなが り ま す 。 

本 書 に 記載 され て いる 内 容 を 守り 、 自 己 の 区 任 の も と で トレ ー ニ ング を 行っ て くだ さい 。 
お 客 様 の 不 注 訪 に よる いか な る 事故 も 、 弊社 と し まし て は 一 切 の 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 
くだ さい ・。 


人 A、 床 面 保護 に つい て 


必ず 床 面 保護 マッ ト を 敷く 
人 用 中 および 癌 計り 陣 に は 
計る マッ ト な ど を いて くだ 
で い - 基 村 の 上 で 朗 恒 人 避 を し た 
画材 所 ( 和 化 ニル 抽 な ど ) に 
よって は 床 有料 が 変 名 する 合 が あり 
( 休 せ で は 才 マ ッ ト を 腕 し て お りす) 


安全 の た め に 、 必 ず お 守り くだ さい 。 


取 抽 明 書 の 知 告 及び 注意 内 符 は 、 危険 の 度 会 に よっ て 次 の 2 放 階 に 分 け て いま す 。 
表記 され て いる 内 容 を よく 理 衣 し て いた だ き 、 取 抜 弄 明 書 に 従っ た 使用 法 で 点 秩 ・ 遂 動 を 


記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 死 亡 また は | 記載 され て いる 内 容 を 守ら な けれ ば 、 軽 人 を 負う 
塞 人 な ど を 負う と と が 直 定 され る 内 容 で す 。 か また は 的 提 穴 の 発生 が 起 定 され る 内 容 で す 、 


Q Wemicsczpg い で くだ St ⑩ 2 を usue<7eee。 
ゆす 示 に 科 っ て くだ さい 、  " を し て くだ さい 。 


本 秋 記 吉 の 千 千 及び 注意 事項 を 館 守 され ず に 重用 され て 生じ た 、 い か な る 事 才 に つき まし て も 、 
革 仁 と し まし て は 一 切り 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 

また 、 本 圭 唱 の 入 千 及び 注意 項 に 硫 当 する と 思わ れる 場合 は 本 製品 の 組立 及び 使用 は せ ず 、 
た だ ち に 欠 社 カス タマ ー サ ービス 琴 へ お 問い 合わ せく だ さい 、 


@ 各 ペー ジ に は 安全 に ど 使用 いた だ く た め の 注意 点 も 表記 し て お り ま す 。 よく お 読み いた だ き 、 記載 し て 
いる 内 容 を 十分 ご 理解 の 上 、 ご 使用 くだ さい 。 


警告 ・ 注 意 事項 
使用 前 の 警告 ・ 注 意 事項 


@ は 挟 の フ ィ ッ ト ネス 絆 で 

スポ ー ツ ジム ・ 半 務 用 な ど 、 不 特 多 数 
本 を 1 る 
また 、 二 以外 の 目的 で は 全 月 し な いで くだ さい 。 
本 は 日本 国 窟 で の みお 使い くだ さい 、 
本 な 和広 の 科目 的 と し た 癌 で あり 
基 な 方 を 対象 と し て いま す 。 
に 入 当 する 方 は 本宮 を 使用 し な いで くだ さい 。 
で EyemFaacims に 
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トナー】 


35 eee pwropowey 

oe 

SS 
EDHTTGY 

お 子 蔵 (16 北 末 満 ) は 使用 し な いで くだ さ | 
OTR 
EN 

1 人 で の 運動 に 不安 を 感じ て いる 方 、 他 者 か ら 見 て 
OB 

了 ERC 

了 人 2 

小さな お 子 様 や ペッ ト の いる 場所 で の 運動 ・ 保 管 は お 
は 00 

本 衣 呂 の 合用 体 制服 は 最大 90 k 9 で す 、 
HHME は 1 和 T 
るり 
EPS は 3 

本宮 の 辻 放 時 間 は 最大 1 0 分 で す 。 
HH 
2 

EDB は 


吾 が 10 て 以下 、35 て 以上 の 杖 硫 で は で 促 朋 に な 
5 な いで くだ さい - 正 党 に 作動 し な く な る お それ が 
あり 、 馬上 な どの 守 化 も 早め ます 

⑩ この 失 秋 及 び 促 講 は 、 大 切 に 保管 され ます 
よう お 願い し ます - 朝 矢 され た 井 、 抽 発行 は お 肝 
けし か ね る こと が あり ます 。 


設置 時 の 警告 ・ 注 意 事項 


人 半 馬 中 に 全体 を 門柱 に ぶつ け な い よう 、 広 い 電 所 
に 本 し て くだ さい 

下 和 昌 の 当 た る 間 所 や 所 の い 所 、 者 の 

近く 、 尾 外 に は 設 司 し な いで くだ さい 。 際 電 ・ 注 

守 ・ 狗 の 質 回 に な り ます 

本 体 を 特 ち 上 げ る と き は 、 飯 本体 失 ち 手 を 王 で 

持っ て くだ さい 。 中 ち 以外 の 部 位 は 持た な い 

で くだ さい 

休 り 台 間 に は 動作 以外 で も 給 対 に 手 や 物 を 入れ 

た り し な いで くだ さい 」 

本 操 の 「 遇 時 」「 人 時 移動 時 」 に 人間 に 

、 指 な ど を 夕 まれ な いよ うに 注意 く だ さい 。 

また 、 寺 を 個 す る マッ ト を 友 い てく) だ さい 。 

枝 が 充 する まで は 、 胃 湖 プ ラグ を コン セン ト に 

差し 込ま な いで くだ さい 。 また 、 本 体 を 持ち 上 げた 

リナ る と そ に は 放電 束 ブ ラグ を コン セン ト か ら 拓 

いて くだ さい 

⑳ 本 理 品 を 改造 、 も し く は 付記 及び 部 品 を 取り 外し た 
信和 有 され た 場合 、 重 大軍 放 を 志す お それ 
が ちり ます の で 生計 に し な いで くだ さい 、 


婁 人 に は 部 呈 が 首 っ て いる て と 、 本体 に ひび 生れ 
な ど 人 岳 が な いと と を 必ず ご 大 康 くだ さい - 
も し 、 人 多 中 や 抽 が ある 場合 は 、 氷 社 カス タマ 
ー サ ービス 午 ま で ご 連絡 て だ さい 。 

人 本 癌 は みず 屋内 で ご 使用 くだ さい 。 居 外 や 高 、 

ダ や 灯 下 な どの チリ や は こり 、、 ペ ッ ト の 

才 な ど が 多い 二 、 溢 室 な ど 浅 の 洛 い 所 、 鐘 
具 の 近く に は 下村 し な いで くだ さい 、 

⑩ 二話 は 、 床 抽 商 が し っ か り と し た 平 な 床 の 上 に 
四 し 使 中 及び 人 の 和 和 人 管 の 康 に も 放 デ 
訂 面 を 伝馬 する マッ ト を 艇 いて くだ さい 。 また 、 邊 
朱 訂 本 の 上 で 和 用 し た 井 、 訂 面 の 材 質 (地代 
ル 朱 な ど ) に よっ て は 床 材 が 変 所 する 才 合 が あり ま 
す 。 特に 旦 の 上 で は 全 用 し な いで くだ さい 。 硫 に 沖 
信 を 5 え ます 
( 鐵 社 で は 専用 マッ ト を 鹿 列 し て お り ます ) 

9 計 了 邊 、 大 き な グラ つき や ガタ つき が な いこ と 
を め チ ご 深く だ さい 


の @ 


の @ の @ @ 


EEE 


rt へ Nr 9 な 


過半 科 ・ 叩 
rt へ と oN あせ S 池 


警告 ・ 注 意 事項 
使用 時 の 警告 ・ 注 意 事項 


く は 1 人 用 で す 。 同 計 2 人 以上 で で 全 用 な な 
うな いで くだ さい 

の 使 Wici は 、 由 時 の 人 を 人 属し な い 
ない 

0 へ の きき 込み を 防ぐ だめ 、 肖 中 は 人 の サ 
イズ に あっ た 時 有 し (めった り と 人 の お 
リナ ぎ る は 半 け て ください) 、 ま た 、 や 
の な どの きき 六 み ド ご きく だ さい 

G ピン ゃ ボー ル ペ ツ 、 間 な ど を ポケ ッ ト c 入 れ た り 
に た まま で の HS し な いて くだ さい 

本 に 補 し て いる 宮下 で は 人 し な いで | 

くだい 。 電導 を 号 える よう な 人 用 は 

し な いで くだ さい > 作 の 内 に な り ます 

0 の 上 に っ た で 人 5 用 され る 呈 、 ひ ざ を 経 
く 当 げ て ご 仙 くだ さい ひざ を 攻 け 上 

で 人 有する と 、 和信 れ る て と に よる 人 

の に な り ます 。 ま た 、 り ざ へ 上 提 も 大 きく な | 

りす 

0 て 介さ れる 方 方 、 東 あい や す | 

は 間 から を 寺 め て くだ さじ 。 舞 了 に 

人 て きた ら 人 4 に 穫 を お げ て 人 用 くだ さい 

人 の た めき 和 の 誠 は 送 け て くだ さい 。 また 

信昌 を し な が ら や 、 共和 の 動 は し な いで | 

くだ S い 

人 が 人 れ な いと き 、 所 が るる と き は 條 必 し な い 

ES 

の よう 生出 だ どき は 、 を 中 由 し て くだ 

さい (めまい 、 ぶ ら つ き 、 や 江 、 了 、 和 

躍り れ 、 人 有り けい れ 

た の 人 その の 上 

S の 季 作 は 人 パネ ル ・ 拓 人 の 全角 
れい で くだ さい 。 また 、 本 人 の に は 和信 
で や 物 を 入れ た り し な いで くだ さい 

S 時 人 の り 肝 り は し な いで くだ さい 。 め 押 
E 衣 っ て か ら 作 生き せ て くださ い 、 また 、 了 り る 有 
や 9 上 させ て から 降り て くだ さい 

0 人 は 和 の に 肌 が 来る よう に た 
信和 を か ける よう し て くだ さい 。 有 け お た り 、 
だ せ ち ゃ に 件 か か か る よう な アン バラ ジ 
まし な いで くだ さい ・ 人 の 
な り ます 

0 人 に な かつ く は ど 拓 お に 拓 和 を 5 え 

り 、 用 の 作者 ゃ 本 和信 し た り 引 い 

し な いで くだ さい 。 家人 を 失い 大 な の 

本 な り ます 

本 に 征 な ど を か け て 全 用 し な いで くだ さい 、 

人 の は かさ な お 胡 が を と し て 全 

少し な いよ うごく だ さい 


ン 】 


の の 人 の 


@ の 


二話 を テレ ビ や ラジ オ の 近く で 作動 させ る と 、 テ 
レビ の 画 儲 や ラジ オ の 舎 声 に ノイ ズ (穫れ ) が 入り 
ます 。 その 陣 に は 、 テ レビ ヤラ ジオ 又は それ ら の ア 
シテ ナ か ら 龍 れ た 志 へ 移動 し て くだ さい 

⑩ 本家 は 床 面 に 拓 重 が 伝わり ます 。 深夜 ・ 早 朝 の 使 
や 、 際 下 や 剛 室 へ の 大 を お 各 い し ます 。 


電動 機器 の 警告 事項 


ーー は AC100V 更 を 用 し ます ーー 


還 圧 が 異な る コン セン ト や 、 昌 党 な 電源 を 使用 し な 
いで くだ さい 、 
⑩ 全 有 tc は 、 呈 次 の 手順 を 守っ て くだ さい 
で 本体 メイ ンス イッ チ が OFF に な っ て いる と と を 
休講 す る 。 
:w に コー ド の 本 信 フ ラ を し っ な り と 


か メイ ンス イン チ を ON で する 。 
人 の に 計っ そ か ら 作 めす る 

0 765 に Ei は の お を 9 っ て くだ さい 
本 を 何 よ させ て ひら 、 本 生か ら り る 。 


る 電 コー ド の 天 ブ ラ を て 。 
き 当 は 1 つの コン セン ト な ら 取 っ て くだ さい 。 擬 
の 丸 を つなげ た タコ 還 李 ほお や めく だ さい 。 
人 泊 コー ド 上 に 本 体 や 宣 量 和 が 圭 ら な いよ うに ご 注 
斉 く だ さい 。 また 、 演 コー ド に スト レス が か か る 
よう な 遇 和 ( 守 玉 コー ド が 引っ 張ら れ た 装 友 や 人 


凍 コ ー ド を 拓 理 に 四 げ て し まう よう な 層 属 ) は し な 
いで くだ さい - 困 線 や ショ ー ト 、 生 、 江 埋 、 先 
の 誠に な り ます 


⑤ コン セン ト か ら 電 汰 プラ グ を 凍 き 義 し する と き に 
は 、 浦 れ た 手 で 秀 っ た り 、 軸 源 コ ー ド を 引っ 引っ た 
り し な いで くだ さい 。 また 、 電 演 コ ー ド や 電 半 プラ 
ク が 個 ん だ り 、 プ ラグ の し 込み が 粗 ん だ 拓 有 で 全 
用 し な いで くだ さい 、 断 や ショ ー ト 、 層 電 、 澤 
守 、 発火 の 原田 に な り ます 

⑩ 党 に 作動 し な いと き 、 異常 を 感じ た と き は すぐ に 
コン セン ト か ら 電 折 プ ラグ を 抜き 、 和 用 を 中 止 し て 
くだ きい 

人 人 用 し な いと き 、 守 が 中 り 出し た と き に は 、 介 聞 ブ 
ラグ を コン セン ト か ら 洗い て くだ さい | 

人 皇 プラ グ は 、 走 基 的 に ほこ りな ど を 取り 欠 い て く 
さい 


警告 ・ 注 意 事項 
お 手入れ ・ 保 管 の 注意 事項 


0 お 手 和 れ ・ 人 に は 了 本 体 メ イン スイ ッ チ を | 
9 り 、 全 吉 ブ ラッ ク を コン セン ト か ら 振 い て くだ さ 
KA 

ls は 、 特 で 誠 た だ \ た い 入 容 を ラベ ル ic 
し て 曲り 人 0 け て いす 。 ラ ベル を は が し た り し ない 
で 

0 なお や 自家 只 示 が で き な い 方 
人 ラ ベル の 内 江角 で な い 太 が お ー 
で に 夫 れ 、 作動 を し な いよ うに 人 
全く だ さい 振っ た 人 は 吾 人 の 国 に た りす 

① 誠信 外 の な ネ を 人 記し た 
人 宮 は し な いで くだ さい 、 還 や の 応 
軸 に な り ます 

リモ コン は 、 電 池 の 流 泥 れ に よる 才 隊 を 防止 する た 
有料 全 衣 し どい 夫人 を 
いで 人 6 符 し て くだ さい 

0 は た 剖 で つげ かない 介 所 に 導き 、 和 に 
で な 呈 が 手 に 失 る ぐ と の な いよ う 、 
じ て 困 な と を 休 し くだい 。 

た 、 下 和 日 な 当 た る 所 ・ 多 な 
和夫 し な いで くだ さい 。 
サビ や 仙 ・ 拉 * 和 の 原 に な り ま チ 


人 人 の 際 も め チ 、 床 を 保 隊 す る マッ ト な ど 
を 導い て くだ さい ・ 

一 、 放 叶 そ の 科 の トラ ブル が 半生 し た 場合 に は 、 
れれ H カ スタ マー サー ビス 吐 ま で ご 相 隊 く だ さい 。 

人 補 員 を 兵 好 に わた り で 使用 いた だ く た め 、 定 的 
に 洛 れ な ど を 抵 き と っ て くだ さい 。 ま た 、 汚 れ か が 二 
ちな い 場合 は 、 中 性 流 刑 の うす め 池 で 終 き と っ て く 
だ さい 

く は 、 各 部 に 析 を 公用 し て いま す の で シン ナ 
本 条 の 強い 導 利 で の お 手入れ は お や めく だ さ 
思 

0 兵糧 明生 用 に な られ ます と 、 サ ビ や 座 衝 に より 部 

どの 放 化 が 直る 場合 が あり ます 。 
お 買上 げ 日 より 1 生還 を 通 ぎ た 末 品 、 晴 人 日 が 人 
に て 二 設 で き な い 場合 は 有 仙 に て 槍 サー ビス を 行 
っ て お り ます の で 、 先 社 カ スタ マー サー ビス 細 ま で 
ご 相 譜 くだ さい 。 

で 長介 保管 され 末 び 使 誠 さ れる 場合 は 、 本 衣 の 記 吉 
を 有三 陣 の うえ で 生 月 くだ さい 。 
また 、 誠 間 使 必 さ れ な く と も 、 注 切れ 及び サビ の 
時 生 な ど お 予 想 さ れ ま す の で 、 本吉 の 記 地 項 を 
洲 し 、 し ば らく 回 暫 を 行っ て 時 営 が な いこ と を 確 
か め て か ら ご 使用 くだ さい 

人 時光 R 時 の た ぬ 、 謝 衣 する 場合 は 各自 洒 の 取 り 決 
に 伴っ て くだ さい 


頭 部 は 揺 ら さ な い 。 


和 に 韻 い 動 が 人 わる よう な 
で は 信用 し な いで くだ さい 。 ーー 


電 芝 コー ド 
引き 夢 し の 確認 . 


wm コーF 上 ck 
rd 
コー に スト レス 
ERP 
ET 
コー「 を て し 
5 よう な は し な いで くだ ト 


さい 思 二 や ショ ー ト 、 電 
"上 交 の 原因 に な り ます 


必ず 床 面 を 保護 する 
マッ ト を 敷く 。 


人 本 の た め 、 本 屋台 の 下 に 
は マッ ト を いく 
きい 

の ) 


お 子 様 に は 
使用 させ な い -。 


小さ な お 子 様 や 
ペッ ト の いる 場所 で 


人 の は お 子 が 避 具 と し 
で 人 し な いよ うだ さい 、 


ニーーー ーー 
\ NN あぶ な い ! 動作 中 の 
本 体 に は 触れ な い - 


委 作 中 は 旬 作 パネ ル ・ 押 
の 人 に 姓 れ な いで くだ さい - 

錠 人 有 還 に は 間 計 に 手 を 入れ 
SET 


EE 


rt へ Nr We 


各部 の 名 称 部 材 及び 付属 品 


申 部 材 及び 付属 品 漂 名 を お け ま し た ら 、 放 ず 各 上 品 * 付 必 呈 が 揃っ て いる こと を ご 確 了 く だ さい 。 
に 3 Wa コー ド ロト ロー ラー 4 和 6x2 本 


マク 8W 本 に 昌 和 か ら つ いて いる 時 
半 は 、 テ スト 用 の 草 汐 です の で 


PL な 0 ま ざ 
IE は 導い 電 を で 
Ke 


四 吉 部 の 名 称 


押さ 
EK や 


措 作 パネ ル 


本 体 メイ ンス イッ チ 


を 本 する マッ ト な ど を 章 い て くだ さい 。 
ける エク ササ イズ フロ アマ ッ ト (時 放 マ ッ ト ) を 打 売 し て お り ます の で 、 鋼 い 上 げ いた だ いた 軍 売 店 


また は 久 カ スタ マー サー ビス 講 ま で 人 問い 合わ せく だ さい 。 


操作 パネ ル ・ コ ント ロー ラー 


押 人 本体 の 兵 作 パネ ル ま た は コン トロ ー ラ ー で 行い ます 
また 本体 近作 パネ ルル ( に は 、 タ イマ ー と 拓 生 束 放 を 表示 し ます 。 


で CA を まな いよ うこ 
人 HH 
・ が タン 時 は Ll く 二 き な い 
MD 


タイ マー ) 委 | 二 頁 


2 イマ ー の 残り を 表示 し ます 。 中 隊 (] 一 16) を 家 示 し ま か 


0 に ちる と 自動 人 し ます 


コン トロ ー タ ー 受 人 


FeWasz) ⑱ Gzh- ラ -vt ⑳⑨⑳@ 
マー アル モー ド オ ー ト モー ド P1ーPa の We 


ゅ 57s=Rgz ) 詳 Gzho- ラ ve 較 ) 


タイ マー 交 を 行い ます 
マニ ュ アル モー ド ! 1 分 10 分 プ オ ー ト モー ド P ュ ーP3:5 分 10 分 


③Gs=tzizZ692) 6 介 Gz ト n- ラ - で et に ) 
の 剛 人 ま を いま 


の 一 還 wgzー) AGzhm-s-ve 人 
折 動 度 の 段 際 詩郎 を 行い ます ( 1 6 段 ) 


本 人 拉 作 パネ ル | 
の コン トロ ー 

受 に 向け て 
間 人 し て くだ さい 


単 4 電電 光 2 本 を 使用 し ます . 


コン トロ ー ラ ー 胡 の 理 池 フタ を スラ イド させ て 放り 電池 ポッ クズ 内 の 柏 ooe 
赤 に 合わ せ て 、 和 電池 を 2 セッ ト し て くだ さい 。 


軍 aogwt を 
正しく 入れ て 
SA 


| の 性) を 正しく 入れ て くだ さい 、 還 える と 
コジ ント ロー ラー が 邊 中 する お それ が あり ます 


生生 補 か ら 付い て いる 玉 は デス ト 用 の た め 、 
新しい 層 池 に じ べ 呈 が わずか し か あり ませ ん 。 
で 人 前 に は 新しい 陣地 を 肝 入 し て くだ さい 


夫 


ETETECVTEES の ET コ 


表明 1 00V の コン ャ ント GA で くだ St 
SmorWE1oCVa005 ニ ピン ト E は 
MGkSH 
2 ミ ション ト む Se を っ 
RCA CE 
DF 


イン イッ チ を ONE し ます 
ON の では 価 メイ ンス イッ チ 人 な し ます 


人 所 箇 の 上 に 玉 り ます 
人 友和 W に か け て くだ さい 

ym の の mi で は 守ら りな 

さく 、 戸 に 叶 を 広げ と いく と 宇和 の 伝わり な 大 きぐ 
0 ます か 


導く 


 @ ctn--os 人 W⑲⑤ の 
ニュ ア ル モード ォ ー ト モー ド P1 3 の を 行い ます 
KA は KW の モー ドウ の ランプ が しま 


較 ln-z-a 園 eze 

7 マー を いた 

05 てい = ナ ポタ ンチ こ と 19 
ECO 

ルー 1 分 19 人 
APPF Fe 
人. ル の タイ マー 表示 さ れ まれ 


が し 
者 が 和 き ます の で ご 


9 補 下 Acphn- ラ oe 作 写 ye 
Wi の が で きま (16 
の (8 か また 


ョ ント ロー 
と 
の コン トロ ーー 
に 有り て 
人 し て くだ さい 


修 等 特 
は 名人 ネル の 人 に 押 れ な い 
で < だ さい 手 - を お それ が あり 大 拓 で 


5 拓 量 の 全 上 、 ほ 了 


gwwemce 人 ピン tpーーcx. eoemyziwian タ イーB Cs4ralHL = 
で ee キス イチ 6rFKLtySm32 キ シネ ン ト ysRt く Re 


動作 モー ド の 種類 ・ 運 動 の ポジ ショ ン 


還 動作 モー ド の 種類 


サート 細谷 ポタ ン 】 で 送 扱 で きる 動 衝 モー ド は 、 以 下 の 4 和 用 で す お 好み に 合わ せ て お 選び くだ さい 。 


で マニ ルモード : 
の で し を 

PE 

位 半 IH や [5 タン で HICk 寺 を 更 で きま 


"中 (上 人 を 1 分 


る テート モーFP1 
に 証 和 を 上 び 和 が 便 し や すい よう 、 ピ ー ク 時 
は 一 り 財前 し ます は ずつ を 
下げ て クー ル ダ ウ ン しま すず 重い 孝 セ シ ェ イブ アップ し た 
お に オ スス メモ ー ド で 


it 


チー トモ ー ド pa 
の 人 を つけ た イン ター バルト レー ニン グ で 
半生 中 に 抽 の メリ ハリ を つけ る こと て 、 休 アッ ブ を 上 
コース で に 全 れ だ た 、 価 カ ア ッ プ ズ し た い 方 に オス ス メ 
Fe た 

后 直 


呈 三 - 三 三 _ 三 三 
ーー (9 を 10 人 0 


ご 自生 の 人 に 合わ る 、 拓 や 動作 モー ド を お 骨 び くだ さい 。 


男 運動 の ポジション 


生 に 挫 か れ た 円 の 中 心 ほど 拓 動 の 伝わり が 小さ く 、 
に 足 を 広げ て いく に つか 指 の 伝 わり か 大 きく な りす 


連 所 の レベ ル に 合わ せ て 、 ポジ ショ ン を お 選び くだ さい 


RSE で EET 


だ a い 。 人 a ザ に 人 用 する と HG いう に 、 人 か ける 
Eh 上 W へ の まどか ザー ジ 6B 馬 し まし =3。 


eye お を し て で の を り ま す 。 
| | | 

表 呈 で し っ か り 剖 ん 電 9、 少し 泊 を 貼 げ て 電 ・ 下 尼 で し っ か り 絢 ん 吾 っ て くだ きい 。 
TYP 


L 瑞 
 ・ ・。 まま 基 . ロ エク ササ イズ 


Ka とし 。 寺 て 
を 人 ば し て も ます 。 8 


WeFSWtPcteh 


・ 電 に カ を 和 Af し 。 人 
SCO 


両手 つき 


人 正男 に を つき 、 や や 計 を 上 げ ます に きり 本人 
に つや や NM を けなす 人 子 に 計り 本 人 正 了 で を 入 を ます 。 


- 証 CR が rms を トコ eifL て RBeL っ なり 
RW 和 に ES お う EL て GS ELccestu 
FL 


お 尻 上 げ 


人 を 本 人 に 表せ 、 還 を 人 ば し 了 て 人 せ の | が り 末 を 本 人 に 東 せ て 、 革 
時 を とり ます 。 と その 屯 、 放 を 店 げ て を 到 え て 


と や "| 昌 


・ 守 KT、 3 っ か な 
一 和 いよ うに し っ か りえ て くだ 
= 人 か る に 和 H73 和 に よ り 

Eco 隊 遇 和 に 2 を AG 机 
= クサ 2 っ い 2 い fioT< だ | YE 


Ss タ か ル な を を い て Cat 


※ 走 の 置き 方 arrekmWztxsCcy. pFNWaoNKGVf。 nr 


1 
Da ョ =Eerc 


お 手入れ 方 法 


長期 に わた り で 信用 いた 7 だく た め 定 区 に 聞 松 お 振 入 れ を 行っ て くだ さい 。 
9 本 人 ほや コン トロ ー ラ ー を や 水 鹿 な どの 流体 で 活 ら さ な い で くだ さい 。 


@ れ た 場合 に は 、 玉 いた 衝 ら か い 各 で 注 き と っ て くだ さい 汚れ な 落ち な い 電 合 は 、 中 性 撤 区 の うす め 湊 を 区 ちか い 布 に | 
うけ て 撤 き と っ て くだ さい シン ナー 系 大仁 の い 導 剤 で の お 手入れ は お や めく だ さい 
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0 コン トロ ー ラ ー 貢 玉 当 の ( ト は 正しく セッ ト し てい ます が 7 
0 コン トロ ー ラ ー の 革新 し い 池 に 表 吉 し て くだ さい 、 
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上 の 時 を 行っ て も 自ら な い 呈 、 ま た は その 仔 の 玩 し た 場合 に は お で す が 革 ス タマ ー サ ービス 上 では 
FAX で を の を 人 えて くだ さい その 了 、 上 2 の 確 ポイ ント を 還 さ せ て EC く 介 合 が あぁ り ま すけ ご 入 の お 挟 い し = 


お Sptls カス タマ ー サ ービス 暗 峰 人 0120-30-4515 FAX:o72-678-6410 
MR 1990<1z90.1310 <e0 は BWR MKBNK1 
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名 : 動 マシ ン パ ラン スウ ェ ー ブ コン パク ト 
生 各 : FAV5019 

サー イーズ:W400xD350xH120mm 
質量 (重量) : 約 8.0kg 

定格 本 圧 : Ac100V s0-oHz 
定格 消 員 電 力 : 100W 


護 :10 分 


定格 時 
拓 動 数 [上 下 ) : 約 230…530 回 / 分 
主 な 材 質 : ス チー ル 、ABS( ア クリ ロー トリ ルプ タ 


スチ レン 同人 有 、TPR (本 


作 3 
生産 国 : 中 回 


誌 b イ つ コ 株 式 会 社 
フィ ッ ト ネ ス 事 業 部 カス タマ ー サ ービス 課 


フリ ー タ イヤ ル 【 億 人 @】 0180-304515 
9 190<1296、13H00160 は KBeRO 


語 DCE 
FAX :072678-6410 
Ermail fitness@alinep.co-jp 


FAX 又は メー ル で の お 回 い 合わ せ の 
和則 を 玩 す る 電 合 が ど ざい | 
予め 7 水 く だ さい 。 


雇 


や が 和 し た 場合 、 ま ず は 本 10 得 か な 7 と 見 う に を 硬く ES 


